
庶務報告(一般)資料陥.7

平成 24年 7月 26日

児童 。生徒のいじめ問題への対応について

教育委員会においては、他県で生じた 「いじめ」カミ原因ではないかと思われ
る中学生の自殺事件を深亥Jに受け止め、これまでの取り組みに加えて、今般、
下記のとおり、本区における児童 ・生徒に対する 「いじめ」問題を把握し、未
然防止や早期対応に努め、個々の児童 ・生徒に応じて、きめ細かく、粘り強く
対応し、「いじめ」問題の解決に取り組んでまいります。

記

1 い じめ問題に関する指導の徹底について

丹町紙 1の とお り

2 児 童 ・生徒への 「いじめに対する葛飾区教育委員会の緊急メッセージ」
( 1 ) 内 容

幼稚園児用、小学校 1～ 3年 生用、小学校 4～ 6年 生用、中学生用の4種

類を作成 した。

小学校 4～ 6年 生用は、別紙 2の とお り

(2)送 付方法

ア 各 園児 。児童 ・生徒に配布

イ 区 ホームページヘの掲載

ウ 広 報かつ しか 7月 25日 号 1面 掲載

3 い じめの実態把握のための緊急調査の実施 (東京都教育庁)
別紙 3の とお り

4 区 におけるいじめ問題の対応手段等

○ い じめ発見時の報告と解決に向けた支援

各学校でい じめを発見 した時点で、学校から教育委員会指導室に報告が
行われます。報告書をもとに、解決に向けた対応を行います。
① か つしか学校問題解決支援チームによる支援

別紙 4の とお り

① 電 話相談、来室相談

指導室においては指導主事が、総合教育センターにおいては臨床心理に
関して専門的な知識や経験を有するカウンセラー及び元小中学校の管理職
経験者の相談員が、児童 ・生徒本人または保護者から相談を受けます。
① ス クールカウンセラーによる支援

各学校配置のスクールカウンセラーが、児童 。生徒本人または本人以外
の児童 ・生徒、保護者から相談を受けて、解決に向けた支援をします。



別紙 1

平成 24年 7月 12日

幼稚園長 殿

小学校長 殿

中学校長 殿

葛飾区教育委員会

教育長 出 崎 喜 久雄

いじめ問題に関する指導の徹底について

いじめ問題に関する取組については、日頃から特段のご尽力をいただいております。

このたび大津市立中学校 2年 の男子生徒が昨年 10月 に自殺したことに関連して、いじ

めが原因にあるのではないかといった問題、全生徒へのアンケー トの実施結果やその取扱

をめぐつて教育委員会や学校に対する不信の報道がなされています。

本区においても、これを重大な問題と受け止めて、いじめ問題に関する指導の徹底を改

めて図る必要があると考えております。

各学校 ・園におかれましては、下記の事項に基づき、全教職員が共通の認識下、指導の

徹底をお願いいたします。

なお、後日、教育委員会からの 「児童 ・生徒向けメッセージ」を送付する予定ですので、

その件も併せてお取計らい願います。

記

1 弱 いものをいじめることは、人間として絶対に許されないこと、いじめを見て見ぬ

ふりをする者も加害者であることを徹底して指導すること。

2 教 師は、いじめられている児童・生徒から発する何らかのサインを見逃さないよう、

早期発見に努めること。

3 児 童 ・生徒に対して、いじめがあった場合には、一人でかかえ込まず、両親、教師

やスクールカウンセラー、いじめ相談電話などに必ず相談するよう指導すること。

4 い じめの相談や訴えがあった場合には、真摯に受け止めて、誠意をもつて対応する

こと。

5 い じめられている児童 ・生徒を全力で守り抜くという毅然とした態度をとること。

6 い じめが起きたときは、その早期解決に向けて早期に学校全体で取り組むとともに、

教育委員会や関係機関とも適切な連携を図ること。

7 日 頃から思いやりの心を育み、命を大切にする心の教育をよリー層推進すること。



別紙 3

24教 指企第436号

平成 24年 7月 17日

各区市町村教育委員会指導事務主管部長 殿

東京都教育庁指導部長

坂 本  和  良

( 公印省 略 )

いじめの実態把握のための緊急調査について (通知)

児童 ・生徒のいじめ問題の解決と生命尊重の視点に立った指導の充実については、かねてより特段の

御尽力をいただいているところでありますが、他県でいじめが原因で生徒が自らその命を絶つという痛
ましい事件が起きており、東京都教育委員会としても深刻な事態と重く受け止めております。
いじめの問題の解決に当たっては、児童 ・生徒からの情報を的権に把握するよう努めるとともに、い
じめの疑いがあるような事例に対しても、教職員は決して見逃さず、迅速な対応を行う必要があります。
こうしたことから、学校におけるいじめの実態を把据するため、下記のとおり緊急調査を行います。
つきましては、貴管下の各学校へいじめの実態把握を速やかに行うよう、周知願います。

言己

1 調 査の趣旨

児童 ・生徒からの情報を的確に把握するとともに、いじめの疑いがあるような事例に対しても、見
逃さずに迅速に対応する必要があることから、学校におけるいじめの実態を把握する。

2 調 査の内容

(1) い じめと認知した件数と、いじめの疑いがあると思われる件数
(2) い じめの疑いがあると思われる児童 ・生徒への対応状況

3 調 査実施上の留意フ点

(1) 学 校は、別紙 1「質問例」を参考にアンケー ト調査を実施するなど、児童 ・生徒から直接情報
を収集する。

(2) 学 校は、教職員
一人一人が児童 ・生徒の日頃の学校生活における観祭から把握 した情報につい

ても、全て集約する。

4 い じめの実態把握の結果の報告について
上記 3(1)と (2)により把握した実態について、別紙 2「報告用紙 (教育委員会用)」により、東京都
教育庁指導部担当まで報告をお願いします。
(1) 提 出期限  平 成 24年 7月 31日 (火)
(2) 提 出 先  東 京都教育庁指導部指導企画課生活指導班
(3) 提 出方法  メ ールによる  〔 メールア ドレス S90000200section.metro.tokyo.jp〕

5 そ の他

(1) 東 京都教育委員会が平成 18年 度に作成、配布した 「いじめ防止のための資料」及び平成 19
年度に作成、配布した 「子供の命を守ろう～子供の自殺予防に向けて～」を改めて添付しますの
で、各学校での指導に御活用ください。

(2) 夏 季休業期間中におけるいじめの相談窓口等について、児童 ・生徒及び保護者に対して周知し
てください。

(3) 東 京都教育委員会は、今回の調査で把握した実態について、その後の対応状況等を本年 9月以
降に追跡調査します。

(4) 都 内の全ての公立学校においては、 6月 を 「ふれあい月間」としていましたが、今年度につい
ては、 7月 末までその期間を延長します。

【担当】

東京都教育庁指導部 主  任  指  導  主  事  酒 井  泰

指導企画課統括指導主事 山 本 周一

子旨導 企 画 課 指 導 主 事 福 田 忠 春

電  話  0 3 - 5 3 2 0 - 6 8 8 8



[報

学校名

告 用  紙 】 (公立学校用)

1 今 回の調査でいじめと認知した件数

学校
担当者
職・氏名

|      1件

イ牛

1牛

件

イ牛

|      1件

2上 記1のうち、所管の教育委員会へ既に報告している件数

3現 時点で、いじめと確認できないまでも他の児童口生徒や周辺からの情報によ
り、いじめの疑いがあると思われる件数

|     |イ
牛

4 上 記31こよ)け ・生徒への 況 につい

(1)特段の対応をしていない件数

(2)保 護者に状況等について連絡をしている件数

(3)教 員等が状況把握を含め対応中の件数

(4)そ の他(警察と相談中、双方の関係者を集めて指導 等)

34(1) 4(2) 4(3) 4(4)

0 0 0 0 0 0 0



別紙 2

たい    か つしか く きょういくいいんかい  き んきゅう

いじめに対する葛飾区教 育委員会の緊急 メッセージ

～ ア どあたろへ ～

みなさんだんあ〃去 牙5ぐ、舞うぐ、万気だ夕浮彦幸をだ空済オあた〃

彦あって″ヽま九

かびわが、″おどわを賃ゲ/_―ス あ、かどわなうたス め、不幸をだと責九

かどわが、ス″をうこ 絶対梅 従 吻 な″ゼ をで九

みんなで、つゴのどをを考 え、行動 うてかきまう安夕。

ゴ レ どヽわ5九を、た好稼 うません。

っ                     そ うだん

ク ″ bびわを受ゲたをきが、力 物 を 横談 うてぐだれ ち

み              し      か ぉ

」 かびわを月たをきたが、知らん顔をうなかでぐだれ L

ィ 雰 が、み″ナ〃ッのなか大クなるので九

わためたろが、あなたな全力 で字クまえ

″`どわを受ゲたとき、か0わ を月たをきたが、学校軌 ただ教〉えてぐ

ださ″ち
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